
「多⽂化共⽣社会の実現と社会福祉の役割」Zoomセミナー

多⽂化共⽣社会の実現を⽬指して
〜多⽂化共⽣の意識を持つことの施設・法⼈への効果〜

堀 永乃（⼀般社団法⼈グローバル⼈財サポート浜松）

©2023horihisano



⾃⼰紹介
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⼀般社団法⼈グローバル⼈財サポート浜松代表理事。
企業勤務の傍らボランティア活動を経て、2001年より
（公財）浜松国際交流協会で⽇本語教育や交流等の事
業の企画と運営に携わる。リーマンショック後は在住
外国⼈の就労⽀援に取り組み、2011年にグローバル⼈
財サポート浜松を⽴ち上げる。現在、外国⼈の介護職
員初任者研修や企業内⽇本語教育、⼤学⽣を対象にし
た次世代育成を⾏う。このほか全国の⾃治体、国際交
流協会等での研修や講演も⾏う。2018年国際交流基⾦
「地球市⺠賞」受賞。主な著書は外国⼈のための介護
研修⽤教材「介護のしごと」（⽇本医療企画）。⽇本
⼤学⾮常勤講師、認定キャリアコンサルタント。



法⼈設⽴のきっかけは、浜松市の外国⼈定住者の
⾼齢化と介護の必要性に気づいたこと

•外国⼈⼈⼝のうち、６５歳以上の外国⼈
８０１⼈（平成28年4⽉1⽇）
８６８⼈（平成29年4⽉1⽇）
９３２⼈（平成30年4⽉1⽇） 外国⼈住⺠23,145⼈

•外国⼈市⺠のうち、介護認定を受けている⼈数
平成28年 ８８⼈
平成29年 ９７⼈
平成30年 １０４⼈
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→グローバル⼈財サポート浜松を⽴ち上げる！



外国⼈介護⼈材の育成
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オリジナルテキストの開発
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外国⼈の⻑所を⽣かして活躍する社会を
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「⽇本」は、アジアの若者たちに
選ばれる国だと思っていますか︖
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アジア諸国からの出稼ぎ労働者は2032年に頭打ちに
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出典：⽇本経済研究センター「アジア中期経済予測」(2022)より



フィリピンのSNSより
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国際レベルで⼈材獲得競争が進んでいる

•フィリピン 12時間/⽇ー800〜1,200ペソ(約3,000円）
(為替10,000円→3769.40ペソ(11⽉19⽇現在））

•オーストラリア 時給3,200円
•ニュージーランド 時給3,000円
•ドバイ ⽉給2,400USD（約35万円）
•⽇本 時給1,200円
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⽇本の⼈気は「安全」と「国⺠性」

•⽇本は「安全」です。そし
て、町がきれいです。⼈も優
しいです。
•私は、アニメで⽇本を好きに
なりました。
•⽇本の「⽂化」が好きです。
⽇本料理もおいしいです。
•⽇本⼈はまじめです。技術が
⾼いですし、学ぶ価値があり
ます。
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多⽂化共⽣＝ノーマライゼーション

•「同僚は「外国⼈」」 ＜受容＞
•異⽂化接触→異⽂化理解、リアリティショック ＜共感＞
•わかりやすい⽇本語を使う ＜⼯夫＞
•「⾯倒」と思うことは緊急度が⾼い ＜後回しはトラブルのもと＞
•外国⼈も活躍できる＝⽇本⼈にとって有益な職場となる
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施設の⼯夫
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効果︓外国⼈ワーカーが働きがいを⾒出す
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介護をする⼈に「違い」はない
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当法⼈の施設サポート体制の⼀例

•事業所と⼊管とのネットワー
ク会議を開催
•現地フィリピンの⼤学と業務
締結し⼈材育成を⾏う
•優良な事業所に優秀な⼈材を
提供できる仕組み
•海外も同じ⼀つフィールドで
中⻑期滞在者を循環させる⼈
材環流型の雇⽤体型へ
•百聞は⼀⾒にしかず
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